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  会  議  名 平成３０年度 第１回港区３Ｒ推進行動会議 

  開 催 日 時      平成３０年４月１６日（月）午後 10 時から 11時 30 分まで 

  開 催 場 所      港区立エコプラザ３階会議室Ａ 

  委   員      

（出席者）鬼沢座長、猿子委員、福吉委員、木原委員、山田委員、大駒委

員、谷委員、関根委員、金田委員、西川委員、茂木委員、加茂委員 

（欠席者）櫻林委員、荒井委員、島村委員 

  事 務 局      福田係長、古川、藤野、鈴木 

  傍 聴 者      なし 

  会 議 次 第      

区挨拶、委員自己紹介 

1. 意見交換 

（1）平成 30 年度３Ｒ推進事業の進め方について 

（2）段ボールコンポスト出前講座の実施について 

（3）親子向け段ボールコンポスト講習会の実施について 

（4）「エコライフ・フェアＭＩＮＡＴＯ２０１８」出展について 

（5）「第 13 回ふれ愛まつりだ、芝地区」の出展について 

（6）「みんなと３Ｒ」ホームページ閲覧状況と SNS 更新回数について 

（7）「雑紙（ざつがみ）」の名称について 

2. その他 

  配 付 資 料      

［事前配付］なし 

［席上配付］ 

資料 1 「３Ｒ推進行動会議」設置要領 

資料 2  平成 30年度港区３Ｒ推進行動会議委員名簿 

資料 3  港区３Ｒ推進行動計画 

資料 4-1 平成 30年度３Ｒ推進事業の進め方について（案） 

資料 4-2 平成 30年度３Ｒ推進事業スケジュール（案） 

資料 5  段ボールコンポスト出前講座 企画概要（案） 

資料 6  親子向け段ボールコンポスト講習会 企画概要（案） 

資料 7 「エコライフ・フェアＭＩＮＡＴＯ２０１８」出展概要（案） 

資料 8 「第 13 回ふれ愛まつりだ、芝地区」出展概要（案） 

資料 9  平成 29年度「みんなと３Ｒ」SNS 更新回数 

資料 10 「雑紙（ざつがみ）」の名称について 

参考資料 

・みんなと３Ｒレポート 
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主な発言・報告内容 

 

●港区挨拶（加茂委員） 

 昨年に引き続き、清掃事務所長として３Ｒに力を注いでいきたいと思いますので、ご協力の程、

よろしくお願いしたい。 

 

●委員交代（新任） 

 荒井 隆一郎 様（東京都商工会議所港支部 事務局長） 

 茂木 英男 様（港区環境リサイクル支援部 環境課 課長） 

 西川 克介 様（産業・地域振興支援部 産業振興課 課長） 

 

１ 意見交換 

（１）平成 30 年度３Ｒ推進事業の進め方について 

●事務局からの説明 

 年４回の３Ｒ推進行動会議の他、３Ｒ実践部会を行う。学習会、事業者向けセミナー、キャンペ

ーン、施設見学会などは引き続き実施する。 

 

●主な発言 

なし 

 

（２）段ボールコンポスト出前講座の実施について 

●事務局からの説明 

 平成 21 年度から開催してきた講習会および昨年度開催した出前講座を複数回実施する。出前講

座はいきいきプラザと連携し、いきいきプラザで開催される各種教室のあとに開催して実施回数を

増やすことで、集客が見込まれる。 

今年度は、未実施等のいきいきプラザ及びエコプラザを中心に実施する予定。 

  

●主な発言 

なし 

 

（３）親子向け段ボールコンポスト講習会の実施について 

●事務局からの説明 

 平成 21 年度から区内で段ボールコンポスト講習会を開催しているが、一般向け講習会に引き続

き今年度も小・中学生とその保護者をターゲットに、子どもたちの夏休みの自由研究として家族で

取り組める親子向けの講習会を開催し、段ボールコンポストを利用した家庭のごみ減量を継続的に

行ってもらうことを目的としている。 
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●主な意見 

 「区内在住」より「区内在学」という表記にしてはどうか。 

→逆のパターンで「区内在住」の「区外在学」の方もいるので「区内在住」との表記にしてい

たが、「区内在住又は区内在学」とする。（事務局） 

 15 名 30 組は抽選なのか。もう少し受け入れることは出来ないのか。 

→先着順にて受付をしている。定員を超えた受付の場合は、多少のキャンセル待ち枠を設けて

受け付けている。あとは、いきいきプラザのスペースとして、15 名 30 組の受入れが限界であ

る。（事務局） 

 段ボールコンポスト「講習会」という言い方は堅い上に、「段ボールコンポスト」の名称の認

知度が低いので、募集のハードルが高い印象を受ける。副題などをつけて内容をわかりやすく

し、ハードルを下げた表記をしてはどうか。 

 親の立場から、子どもの自由研究として視野に入れてもらえるなら、もう少し厚みのある内容

にして欲しい。「港区の食品ごみについて」、「港区のごみについて調べてみよう」など分りや

すい表現方法で提示した方がよいのではないか。親子のモチベーションを上げるには、コスト

面の問題はあるが、自分達で作ったコンポストを使えるように花の種をプレゼントしてみては

どうか。 

→検討する。（事務局） 

 イベントの告知方法について確認をしたい。 

→区内の小・中学校にチラシを配布予定。（事務局） 

 区内の私立学校にも広報をお願いしてはどうか。エコプラザのホームページにもリンク貼付を

お願いしてはどうか。 

→検討する。（事務局） 

 町内会などにも、チラシを２部程度配布して欲しい。 

→検討する。（事務局） 

 昨年度の申込み状況はどうだったのか。広報の仕方によってはもっと集客できるのではない

か。来年度は回数を増やしてもよいのではないか。 

→昨年度は、若干のキャンセル待ちがあった。今年度は応募の様子を見て受け入れる人数を調

整したい。（事務局） 

 

 

（４）「エコライフ・フェアＭＩＮＡＴＯ２０１８」出展について 

 平成 30年５月１９日(土）に実施される「エコライフ・フェアＭＩＮＡＴＯ２０１８」において、

家庭で不用になった古着・ふとん・廃食用油・使用済み小型家電製品・不用園芸用土の資源回収を

実施し、３Ｒを推進する。 

 また、３Ｒ推進行動会議ブースでは、食品ロス削減などのパネル展示と、クイズ及びガラポン抽

選会を実施する。 
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●主な発言 

 子ども向けに、港区の３Ｒのキャラクターで啓発シール（食品ロス削減のための行動を促すよ

うなセリフ付き）を配布してはどうか。エコプラザにもチラシの掲示やＨＰ上でリンクを貼る

など、告知の連携強化をしてもらってはどうか。 

→秋のイベントに向けて検討する。（事務局） 

 東京都の食品ロスのイベントで、参加したある市が食品ロスイラスト付きの食品保存用の袋を

配布していた。 

 メモ用紙など、食品ロス啓発のコメント付きで製作することもよいのではないか。 

 区内の園芸用培養土メーカーとコラボをして、使い終わりのコーヒーの粉を培養土の袋の中に

入れてコンポストを作れるものを配布してみてはどうか。 

 外国人の来場者が多いので、職員、スタッフの中で英語の対応ができる人はいるのか。 

 広報について、エコプラザでもチラシを置くなど協力していただいてはどうか。 

→事務局で対応する。（事務局） 

 

（５）「第 13 回ふれ愛まつりだ、芝地区！」の出展について 

●事務局からの説明 

平成 30 年６月９日（土）に開催される「第 13回ふれ愛まつりだ、芝地区！」において、リサク

ルの推進を普及啓発するため、食品ロスの削減を中心としたブースを出展する。 

 また、不用園芸土の回収と、割りばしのリサイクルを実施することで、集客や区のリサイクル事

業をＰＲする。 

 

●主な発言 

 展示イメージはどのようなものを考えているのか。 

→「食べきり協力店をなぜ推進するのか」の定義、ごみ減量について、フードドライブの推

進などを呼びかけるパネル・掲示物の展示をイメージしている。（事務局） 

 食品ロスの現状について可視化し、気づきの機会を与えられる展示方法にして欲しい。 

 東京都の食品ロスのイベントブースで、食品ロスに関する５つの行動宣言を来場者が選択

し、顔出しパネルと一緒に自分のスマホで自撮りをしてもらう、という企画があり、好評だ

った。 

→検討する。（事務局） 

 ターゲットを絞って、子どもが興味を持つレイアウトを検討してもらいたい。 

 当日のイベントブースでのボランティアのご協力をお願いしたい。（事務局） 

 雑紙として扱われているお菓子の空き箱等の現物を透明のビニール袋に入れて天井部分に

吊り下げる等、空間部分の活用もできるのではないか。 
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（６）「みんなと３Ｒ」ホームページ閲覧状況とＳＮＳ更新回数 

●事務局からの説明 

 ３Ｒの認知度向上のため、イベントの告知や開催報告だけでなく、３Ｒに関する取り組みに親し

みを持ってもらえるような情報発信を行う。 

 ＨＰ、Facebook、Twitter にて、３Ｒに関するお知らせ、イベント情報（2018 年 4 月～2019 年 3

月まで）を掲載している。 

みなと３ＲのＨＰに関しては大幅な内容の更新を行い、修正版の公開は４月下旬予定である。 

 

●主な発言 

 Twitter は、身近な情報を頻繁に上げていただきたい。 

 

（7）「雑紙（ざつがみ）」の名称について 

●事務局からの説明 

平成 30 年度の紙ごみ資源化 PR についての検討を進める中で、庁内では「雑紙（ざつがみ）」と

いう言葉が「世間一般で使われる言葉ではなく、分別する上でわかりにくいので、変えたほうが良

い。」との指摘を受けている。 

 

●主な発言 

 ミックスペーパー。 

 再生可能紙、資源紙、ミックス紙。 

 雑紙→雑がみ、ひらがな表記にする。 

 新聞紙の間に雑がみを入れて出していた。雑がみとはどのような種類を指しているのか。 

→出し方を間違うと一緒に出したものの原材料になる。牛乳パックとして出せば、牛乳パック

として処理をされるが、段ボールと一緒に出すと段ボール扱いの処理になる。 

 イベント来場者に、呼び名を公募してはどうか。 

 他区とあわせた名称にした方がよい。 

 学校などでは、「ミックス」と表記したゴミ箱が設置されている。区内の学校等で使っている

分別名とそろえてはどうか。 

→「ミックスペーパー」、「資源紙」、「ミックス紙」、「イベントで公募してみてはどうか」とい

う意見で検討をさせていただく。（事務局） 

 

２ その他 

（１）第１回３Ｒ実践部会の日程 

日程調整の結果、６月２８日（木）１０時より、エコプラザにて開催する。 

 


